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私たち小々馬ゼミは2月以降, 在宅で研究活動を行っています。4月に入り緊急事態宣言の

発出が報道された際に, 自宅に居ながらも社会のために行動できることがあるのではないかと

皆で話し合った結果, ”今, 私たちZ世代がどのように暮らしていて, 企業に何を期待している

か。 “をヒアリングしマーケティングに従事している方々にお届けすることでお役立ていただ

けるのではないかと思いつきました。

日頃から協同研究でご指導をいただいているテレビ局, 広告会社, PR会社, メーカーや商業

施設など企業の方々に趣旨にご賛同をいただき, 調査設計のご指導をいただいた上で緊急ヒア

リング調査を実施しました。緊急事態宣言が発出（4月7日）され外出自粛が始まってから約1

週間後の4月15日に調査を開始, 通常学生対象の調査は回収に2週間程度掛かりますが「現状

と気持ちを企業の方々に伝えたい！」という学生の意識が高く, 記述回答が20問以上の調査

査にも関わらず4日間で188名（卒業生も含む）から回答が集まりました。

回収後直ちに調査速報を多様な業界の方々にお届けし “人々の暮らしがより良い方向に

向かうための活動”に活用していただいています。『調査の詳細レポート』は, 当ゼミのホ

ームページでダウンロードいただけます。＊下記QRコードをご利用ください。

そしてこの度, 調査結果から私たちZ世代が考える未来の新しいやり方について考察した

『今, Z世代がマーケッターに伝えたいこと。#未来を変えよう!やり方を変えよう！』が

完成いたしましたのでお届けさせていただきます。これからの世界がより良い場所になる

ための様々な活動に私たち若い世代の声を役立ていただけたましたら幸いです。

『調査レポート詳細』は
こちら（ゼミのHP)から
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産業能率大学 小々馬ゼミ 5期生 4年生 23名

・榎本亜由美 ・岡田寧音 ・鹿角梨夏 ・桐ケ谷仁美 ・熊谷栞萌菜 ・齊藤有紗 ・杉原ゆきな
・隅内世菜 ・田中佑季 ・外谷聖馬 ・中島敦輝 ・能味勇仁 ・伴友香 ・福田亜実 ・富施碧斗

・松田衣澄 ・丸岡日奈 ・茂木結梨香 ・持田芽 ・山田咲希 ・若林春奈 ・渡邉昴 ・渡辺萌

同上 6期生 3年生 23名

・青木栞 ・阿部百花 ・石原茜 ・犬飼莉菜子・今城遥 ・榎本侑真 ・菅野希歩 ・鈴木沙綾
・田中海璃 ・弦巻晶 ・渡嘉敷瑠音・豊島祐美 ・中野 創太 ・中村歩夢 ・長島優香 ・畠山華奈
・畠山真枝 ・細谷翔子 ・松本美佐 ・溝井空 ・森ひとみ ・矢口真優 ・渡邉里菜



緊急ヒアリング調査レポート

緊急ヒアリング調査レポート

緊急事態宣言下の“おうち”から

『Z世代がマーケッターに伝えたいこと。』

未来を変えよう！やり方を変えよう！

【調査期間】 2020年4月15日（水）〜4月18日（土）

【調査方法】 インターネットアンケート

SurveyMonkeyを利用

【調査対象】 大学生 1〜４年生 144名

社会人（卒業生） 44名

関東在住・19-25歳の男女

＊産業能率大学 経営学部 小々馬敦ゼミ

の学生および卒業生とその友人が対象です。

【有効回答数】188サンプル 【属性】右グラフ参照

【調査・分析】産業能率大学 経営学部 小々馬ゼミ

n=188

調査の概要

＃Voices from home
今, 届けたいメッセージ

01 今回を切掛けに今後も続けたいと思うこと

02 食生活・健康志向の変化

03 今, 最も不安なこと・困っていること

04 コロナ禍に対応する企業活動は消費・就活に

影響があるか

05 今,大学生が社会・企業に伝えたいメッセージ

＃未来を変えよう＃やり方を変えよう！

提言｜より良い明日のために

私たちはこう変わろう！
私たちは先が見えない時代をどう生きる？

Withコロナ時代に, 私たちはこう変わる！
収束後にしたい10のこと
新しい消費のやり方 -7つの習慣-
未来妄想カレンダー

緊急ヒアリングレポート

緊急事態宣言発出から１週間,

大学生は今,どのように暮らしているか。
1.いつ頃から新型コロナ感染を意識し始めたか

2.どんな情報に影響を受けているか

信頼の高い情報源

3.新型コロナ感染情報を正しく入手できているか？

4.生活時間の変化

5.メディア利用時間の変化

6.生活行動の変化

7.生活意識の変化

#家にいよう 大学生の1日

おうち時間の過ごし方

スマホで見える化！
緊急事態宣言下の“大学生のスマホ生活”
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本レポートの内容



大学生は
今, どのように暮らしているか
心境や行動に変化はあったのか？影響している情報源は？

｜緊急ヒアリング｜

現状
レポート

？

緊急事態宣言発出から１週間,

ヒアリング調査の基本統計データをレポートします。
大学生の暮らしぶりをイメージしてください！
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緊急事態宣言発出から１週間,

大学生は今, どのように暮らしているか

Q|新型コロナ感染を意識し始めたのはいつ頃ですか？

全体の40％(累計)が意識を高めたタイミングは, 

・大学生は, 2月下旬 ディズニーランドの休園報道

・社会人は, 2月中旬 クルーズ船の報道

大学生は, 2月に入りクルーズ船における感染報道が連日放送される頃から意識が高まり始
めましたが, 2月下旬にディズニー・ランドとディズニー・シーが休園することが報道され
たタイミングで一気に高まりました。春休みに友達と行く計画をしていた学生はとても多
く身近なテーマパークがクローズしたことで, 突然に楽しみしていたイベントが無くなっ
てしまう“自分ごとの問題”へと意識が変わりました。

1. いつ頃から, 新型コロナ感染を
意識しはじめたか。

卒業して5年目までの社会人と比較しました。



0.8%

2.2%

2.2%

5.2%

6.7%

9.0%

9.7%

10.5%

14.2%

14.2%

18.7%

19.4%

30.6%

32.1%

32.8%

41.8%

42.5%

76.1%

ラジオの視聴

テレビ局や新聞社のニュースアプリ・サイト（動画）

Facebookを見て

新聞の記事

テレビ局や新聞社のニュースアプリ・サイト（WEB記事）

政府・住んでいる都県のサイト

インターネットテレビ（Abema TV、 GYAOなど）の視聴

ニュースアプリの情報

Youtubeの視聴

Instagramを見て

インフルエンサーの投稿

大学・会社からの情報（メールなど）

LINEなどオンラインでの友人・知人とのコミュニケーション

LINEニュース

テレビの視聴（ワイドショー）

Twitterを見て

友人・知人との会話

テレビの視聴（ニュース番組）
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Q|意識や行動の変化に影響を受けた情報源は何ですか？

《複数回答》

① テレビ視聴(ニュース番組) 76.1% 
② 家族との会話 56.0%
③ Twitter                            41.8%

通常ではスマホのスクリーンから得る情報が9割と言われるが大学生ですが, 外出自粛により家族

と一緒にテレビを見る時間が増えたため, テレビニュースで見た情報を家族で話し合っています。

また並行してスマホで友人とやりとりをして情報の信頼性を確かめ, Twitterでコロナ関連の情報

を調べることもしばしばあり, Twitterを見る時間が増えました。テレビとSNS, 同時多発的に入

手する情報を合わせて情報の確かさを判断をするやり方が主流になっています。

2. どんな情報源に影響されているか？

緊急事態宣言発出から１週間,

大学生は今, どのように暮らしているか

n=144

影響を受けた情報源ランキング

しばらくしていなかった
Twitterの投稿を再度始める
学生が増えた！

家族で一緒にテレビニュースを
みる時間が増えた！
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全体の6割強（64.9％）は新型コロナ感染に関する情報を正しく入手できていないか自信がなく,

信頼している情報源トップ５は①家族との会話 ②政府・住んでいる都県のサイト ③大学からの

情報（メール）④知人・友人との会話 そして, ⑤テレビのニュースです。

3. 新型コロナ感染情報を
正しく入手できているか？

緊急事態宣言発出から１週間,

大学生は今, どのように暮らしているか

Q|コロナ禍の情報を正しく入手できると思いますか？

《単一回答》

正しく情報を入手できているのは,   約3割(34.3％)

自信がない+入手できていないのは, 約6割(64.9％)

信頼度の高い情報源ランキング

加重平均 5.0満点でのスコア

①家族との会話 3.30

②政府・住んでいる都県のサイト 3.22

③大学からの情報（メールなど） 3.13

④知人・友人との会話 3.11

⑤テレビのニュース 3.06

⑥新聞の記事 2.97

⑦新聞社・テレビ局のニュースアプリ 2.94

⑧LINEなどオンラインでの友人知人とのコミュニケーション

2.91

⑨ニュースアプリの情報・LINEニュース 2.84

n=144

34.3%

35.2%

53.0%

46.3%

11.9%

16.7%

0.8%

1.9%

大学生

社会人

入手できていると思っている 自信がない 入手できていると思えない そもそも興味がない
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4. 生活時間の変化

緊急事態宣言発出から１週間,

大学生は今, どのように暮らしているか

Q|緊急事態宣言発出以降に,

生活時間はどの程度変わりましたか？《単一回答》

増えたこと［+］
①インターネットの利用時 82.8％

②SNSの利用時間 80.2％

③ネットで好きなコンテンツ

（音楽・お笑い・演劇など）の鑑賞

80.7％

④睡眠時間 71.2％

⑤LINEなどオンラインで友人・知人との

コミュニケーション 53.1％

⑤家族との会話 53.1％

減ったこと［▲］
①地元友人との会話 57.8%

美容室（ネイル） 57.8％

③現金での買い物 54.2％

④コンビニでの買い物 51.6％

家族と過ごす時間, テレビの視聴時間が増えていますが 最も時間が増えたのは, “スマホでスクリ

ーンを見ている時間”です。*19Pにゼミ学生のスマホ利用時間（スクリーンタイム）を掲載して

いますが平均1日9時間相当スマホのスクリーンを見ています。対して減ったのは美容室の利用や

コンビニでの買い物機会です。外出先での買い物が減り現金を使う機会もなくなりました。

4.7%

2.6%

1.6%

43.7%

0.0%

0.0%

44.3%

30.7%

42.7%

64.1%

5.7%

4.2%

15.6%

57.1%

0.0%

14.1%

6.8%

15.6%

14.1%

24.0%

10.9%

37.0%

12.5%

12.5%

6.8%

12.0%

69.3%

18.2%

5.2%

57.8%

8.9%

6.8%

1.0%

3.1%

1.0%

3.1%

3.7%

2.6%

11.5%

3.1%

39.1%

17.8%

8.9%

29.2%

51.6%

30.7%

8.9%

7.3%

8.3%

7.3%

29.7%

9.4%

54.2%

17.3%

3.1%

57.8%

37.0%

25.5%

36.5%

28.4%

16.2%

16.7%

5.7%

28.7%

29.7%

12.0%

31.8%

12.0%

15.1%

14.7%

19.9%

28.7%

26.0%

34.9%

37.5%

39.6%

33.3%

24.5%

35.4%

43.8%

32.3%

34.6%

16.2%

21.9%

53.1%

14.1%

53.1%

21.1%

82.8%

80.2%

49.0%

37.5%

24.0%

21.4%

51.0%

80.7%

30.2%

10.5%

71.2%

28.1%

15.6%

18.8%

39.6%

29.2%

47.4%

31.3%

22.4%

34.4%

6.8%

36.1%

11.5%

2.1%

家族との会話

地元の友人・知人との会話

LINEなどオンラインで友人・知人とのコミュニケーション

LINEなどオンラインで恋人とのコミュニケーション

インターネットの利用時間

SNSの利用時間

オンラインでのネット飲み会

（紙の）書籍・雑誌を読む

（紙の）漫画を読む

トランプ・ボードゲーム・オセロなどの室内ゲームをする

音楽を聴く

ネットで好きなコンテンツ（音楽・お笑い・演劇など）を鑑賞する運動、スポーツをする

運動、スポーツをする

推しへの寄付や応援などの”オタ活”

睡眠時間

スーパーでの買い物頻度

コンビニでの買い物頻度

ドラッグストアでの買い物頻度

ネットでの買い物頻度

チョコレートを食べる

お菓子（チョコレート以外）を食べる

コーヒーを飲む

食事を三食、食べる

栄養のことを考える

現金での買い物

キャッシュレスでの買い物（●●ペイ、スイカ、クレジットカードなど）

勉強に関するサービス利用（スタディアプリ、DMM英会話など）

美容室（ネイルを含む）

もともとしていない 減った 変わらない 増えた n=144
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5. メディア利用時間の変化

緊急事態宣言発出から１週間,

大学生は今, どのように暮らしているか

Q|緊急事態宣言発出以降,

メディア利用時間はどの程度変わりましたか？《単一回答》

自宅の中でもスマホをずっと身から離さないのでSNS利用時間が増えています。Twitterからはしば

らく離れていたけれど「新型コロナ感染の情報」が気になり見る機会が増えています。家族と一緒

にテレビニュースを見る時間も増えました。減ったのは、Instagramへの投稿です。今までは外出

先でのイベントを投稿していましたが、その機会が無くなったので家の中でのお菓子作りなどを投

稿していますが、頻度回数は減っています。

増えたこと［+］

①Youtubeを見る 68.8％

②Instagramを見る 64.6%

③テレビ（ニュース番組）視聴 62.5%

③テレビ（リアルタイム）視聴 62.5％

⑤ InstagramやYoutube

などのライブ配信 62.0％

⑤Twitterを見る 62.0％

減ったこと［▲］

①Instagramへの投稿 - 21.4%

23.4%

10.4%

46.4%

24.5%

7.8%

78.7%

53.1%

13.0%

3.7%

37.7%

7.8%

17.2%

7.3%

68.2%

34.4%

53.7%

64.6%

69.1%

47.4%

79.7%

55.2%

42.2%

88.5%

83.8%

90.5%

35.8%

3.1%

2.1%

1.6%

2.6%

1.6%

1.0%

0.5%

21.4%

2.6%

2.1%

2.1%

0.0%

0.5%

0.0%

2.6%

0.0%

0.5%

0.0%

1.0%

0.0%

0.5%

1.0%

0.5%

0.0%

3.2%

1.6%

38.5%

25.0%

28.1%

40.1%

28.1%

11.5%

19.3%

47.9%

29.2%

41.9%

28.1%

20.8%

23.4%

12.0%

17.2%

9.4%

10.4%

16.8%

21.9%

5.2%

8.9%

12.0%

4.7%

4.2%

4.2%

27.4%

34.9%

62.5%

24.0%

32.8%

62.5%

8.9%

27.1%

17.7%

64.6%

18.3%

62.0%

62.0%

68.8%

19.8%

45.8%

37.0%

24.5%

14.1%

29.7%

15.1%

35.4%

44.8%

6.3%

12.0%

2.1%

35.3%

テレビの視聴（録画視聴）

テレビの視聴（リアルタイム視聴）

テレビの見逃し視聴（Tver, Paraviなど）

テレビの視聴（ワイドショー）

テレビの視聴（ニュース番組）

ラジオの視聴

インターネットテレビ（Abema TV、 GYAOなど）の視聴

Instagramへの投稿

Instagramを見る

Twitterへの投稿

Twitterを見る

InstagramやYouTubeなどのライブ配信の視聴

Youtubeを見る

TikTokを見る

スマホでゲームをする

ゲームをする（ニンテンドーDS・Switchなど）

PC・据え置き型テレビゲーム（プレイステーション、Wiiなど）をする

デジタル書籍（雑誌含む）を読む

デジタル漫画を読む

動画配信サービス（Hulu） を見る

動画配信サービス（Netflix） を見る

動画配信サービス（Amazon Prime Video） を見る

動画配信サービス（dTV） を見る

動画配信サービス（U-NEXT） を見る

動画配信サービス（DAZN） を見る

ニュースアプリ・サイトをチェックする

もともとしていない 減った 変わらない 増えた n=144
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6. 生活行動の変化

緊急事態宣言発出から１週間,

大学生は今, どのように暮らしているか

Q|新型コロナウイルスの影響により,

あなたの生活で変化したことは何ですか？ 《複数回答》

生活リズムをどの様にとれば良いのか悩んでいます。普段より睡眠時間は増えていますが, 朝方ま

で動画視聴し昼過ぎまで寝てしまう“昼夜逆転生活”をしている学生が多く見られます。また,

曜日の感覚も無くなっています。現在は5月に入り大学のオンライン授業も始まり,「そろそろ生活

時間にメリハリをつけなくては。」と感じている学生が多いようです。滞在時間が多い自分の部屋

を掃除する, オンラインミーティングの際にきれいに見れる様に整理する学生も過半数います。

①曜日の感覚がなくなった 74.1％

②睡眠時間が増えた 64.9％

②現金を使わなくなった 64.9％

④部屋の掃除をするようになった 50.4％

⑤昼夜の生活が逆転した 47.3％

５つの生活行動の変化

10.7%

18.3%

23.7%

27.5%

29.8%

31.3%

39.7%

46.6%

47.3%

50.4%

64.9%

64.9%

74.1%

SNSで発信する内容が変わった

新しい趣味を見つけた

家族と仲良くなった

使えるお金が増えた

友人と話す内容が変わった

SNS利用の仕方が変わった

使えるお金が減った

料理をするようになった

昼夜の生活が逆転した

部屋の掃除をするようになった

現金を使わなくなった

睡眠時間が増えた

曜日の感覚がなくなった

n=144
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7. 生活意識の変化

緊急事態宣言発出から１週間,

大学生は今, どのように暮らしているか

意識の変化は, 緊急事態宣言発出後の初期のタイミングで大きかった様です。たくさんの情報を受け

る中で「情報の信頼性を考えるようになった」「自分の時間を大切にしようと思った」という声が

多く見られました。また、アルバイト収入が止まりお金の不安があり「無駄遣いしないで, 貯金をす

る。」という学生も目立ちます。また「本当に必要なものやことを考えよう」「選挙に行こうと思

う」とこれまでの行動を見つめ直す声が特徴的でした。

①情報の信頼性について考えようと思う 67.2％

②自分の時間を大切にしようと思う 57.5％

③貯金をしようと思う 46.3％

④無駄遣いしないようにしようと思う 44.8％

⑤政治や経済と自分の生活の関係に興味を

持つようになった 41.0％

⑥本当に必要なものやことを考えようと思う 40.3％

Q|新型コロナウイルスの影響により,

あなたの考え方で変化したことは何ですか？ 《複数回答》

6.0%

10.5%

11.9%

29.1%

30.6%

31.3%

40.3%

41.0%

44.8%

46.3%

57.5%

67.2%

子育ての難しさを感じる

何か社会貢献できることをしようと思う

自然環境の保護の大切さに興味を持った

自分たちの生活や社会のために選挙の投票に行こうと思う

都会に生活することはリスクがあると思う

家族との時間を大切にしようと思う

本当に必要なものやことを考えようと思う

政治や経済と自分の生活の関係に興味を持つようになった

無駄使いしないようにしようと思う

貯金をしようと思う

自分の時間を大切にしようと思う

情報の信頼性について考えようと思う

n=144





#家にいよう 大学生の1日 おうち時間の過ごし方

大学生は今,
どのように
過ごしているか

優香:オレンジ
真優:水色

優：大学生がどんな生活をして

いるかについて真優（まゆ）と

私の2人で話していきたいと思い

まーす！

真：優香（ゆうか）よろしく

〜！

自粛になって始めたこと

優：早速だけど, 真優は自粛にな

って始めたこととかある？私は

今アプリで『ワンピース』が61

巻まで無料で読み始めた！

真：うちもちょっと見た！

もう全然読んでないけど(笑)

優：私も元々漫画読む人じゃな

いから学校始まったら読まなく

なるんだろうなぁ。

真：うちは最近夕飯当番に

なってきた(笑)

優：本当！すごい〜、何作ったの？

真：今日はね, 中華あんかけ！この前

は餃子作って, あとポトフとか台湾ま

ぜそばとか作った！

優：美味しそう〜！私も明日夕飯作

る！ご飯とかお菓子作りしてる人多

いよねー, お父さんとか妹とかと夕飯

作ってるとか！タルゴナコーヒー

などの投稿が多い。

オンライン○○

優：オンライン飲み会やってる？

真：結構やってるかも！高校の同窓

会がコロナでできなくて, 今度ZOOM

でやるの！あと, バイトで2.3回『人

狼』やったりもしたね！

優：え, いいね！

楽しそう！

真：あと,ネトフリパーティー*何

回かやったよ！優香は“ネトフリ”

使ってる？

優：使ってるけど最近見てないか

なぁ。『テラハ』が更新されてた

から毎週みんなで見たら, めっち

ゃ面白いと思った。けど, もう更

新されなくなっちゃったからねぇ。

でもこの期間でファーストシーズ

ンから見直してる人も多いよね！

真：あー。結構見てるよね！

動画コンテンツについて

優：映像関連だと動画コンテンツ

どんなの使ってるかな？

長島優香
3年(20歳）

趣味

運動, オタ活, 旅行

ドライブ

矢口真優
3年(20歳）

趣味

動画鑑賞

ブログ #家にいよう

『大学生の1日 〜おうち時間の過ごし方〜』
文中にでてくる外出自粛中のゼミ生がどのように

暮らしているか, 23人のリレーブログをゼミの

HPでご覧いただけます。

右のQRコードからご覧ください。

おうちでダイアローグ

3年生女子2人が, 同期生それぞれの「おうち時間の過ごし方」を見てトークしました！

ネトフリパーティー：

Netflix Party。友人と動画を同時視

聴して盛り上がること。

13

タルゴナコーヒー：韓国でブームの

コーヒー。見た目がカルメ焼きの意

味でインスタ映えする。



真：AmazonPrime, Netflix, 

YouTube, Huluとか？

優：動画コンテンツはやっぱ

りYouTubeが多いね！私最

近YouTubeよく見てるんだ

けど、“アキネイター”*って

ゲームやってて私もオンライ

ンでやってみたくなった(笑)

真：え！いいじゃん, 今やっ

てみようよ！！

――――ゲーム中―――――

優：いやぁ, おもしろかった

わ(笑) 真：んね！そろそろ

本題に戻ろうか(笑)

優：そだね(笑)

TV視聴について

優：TVはどうだろう？見て

る人少ないのかな？

真：圧倒的少ないよね。あと、

真枝のを見てびっくりしたん

だけど, ご飯のときみんなで

YouTube見るんだって！び

っくりしちゃった〜

優：でも, うちもそうかも。

19:00とかは面白い番組やっ

てるけど18:30とかゴールデ

ン外の時間だと弟と私, 隣で

違うYouTubeを見ながら食

べてるわ。どの番組もコロナ

ばかりで見る気になれないん

だよね〜

真：マジか！あおってくる番

組とかあるしさー, 昼間も番

組が変わってもずっとコロナ

の話題だからさぁ

優：私もTV見なくなったな

真：えー,香めっちゃTVっ子じ

ゃん！？

優：そうなんだけどね, 新しい

の見たくて。再放送なら前見た

からいいかなって〜。でもドラ

マは昔のを見たくなるから最近

はYouTubeで昔のドラマ漁り

して見てる！

真：うちは『突然ですが占って

もいいですか？』（フジテレ

ビ）って番組にこの期間でハマ

った！リモート占いがあって,

応募して抽選で当たった人が占

ってもらえるっていうので応募

した(笑)

優：気になる。今度見てみる！

SNSの利用の仕方

優：SNSはどう？私たちは

Twitterで就活アカウントを作

ったよね！

真：就活不安すぎるもんね〜

優：その影響もあるけど, 私

Twitterを見るようになった！

いつもトレンド検索するんだけ

ど, この前『金スマ』と『ハシ

ゴ酒』が面白そうだったから

YouTubeでみた！

真：私, ツイ廃（Twitter依存

人）だからめっちゃ見る。全部

見てる(笑)

優：そーなの？すごー！身の

回りにもまだTwitter使って

る人多いの？

真：うーん, 別れ

るけど,

Twitterから情報集めてる人

とかエゴサしてる人とかいる

ね。希歩と瑠音がインスタで

虫眼鏡から探してるって言っ

てたけどそんな感覚かも。

優：そーなんだ！私すごい久

しぶりにTwitter触ったもん

真：そーだよねー, 明らかに

ツイート量増えたもん。

みんな不安だなーとか呟ける

しさ！うちがみんなTwitter

戻ってこないかなーみたいな

ツイートしたら, それな！み

たいな返ってきたりとか。今

みんな「映え」よりも気持ち

の面を大事にしているから,

気を紛らわすためにやってる

んだろうなぁ。

優：誰かが共感して反応して

くれることって感覚的に前よ

りも嬉しいんだろうね。早く

収束して前向きなツイート沢

山になったらいいね！

真/優：そうだね！では, 次

ページからゼミ生4人それぞ

れの「おうち時間の過ごし

方」を紹介します！！

14

アキネイター：Akinator

いくつか質問するだけで思い浮かべてい

る人物やキャラクターを当てるアプリ、

ゲーム。

真優 優香
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のおうち時間はおうちカフェです！

今は外出自粛の影響でカフェに行く機会も減

りましたよね。そんな中, 今ネット上で話題なの

が『タルゴナコーヒー』です！ドリンクコーヒーを何回もか

き混ぜて泡立てたものをのせます。すると, いつもと違ったカ

フェドリンクが完成！

瑠音はこれを抹茶でアレンジ！自分だけの『タルゴナコー

ヒー』を完成させています！手作りクッキーも添えられてい

て素敵な空間ですね〜！

また, 瑠音はスーパー買い出しファッションも紹介してくれま

した！最近は少ない外出時間も服を考えて着るようになり,

気分が下がりがちな今日この頃です

が, 少しでもテンションが上がるよ

うにしているそうです！

自分の楽しみを見つけ少しでも

元気に過ごしていきたいですね！

瑠音

File. 01

渡嘉敷 瑠音（3年生）

身近なことを大切にする！
瑠音はおうちカフェを開催していましたが アンケートの回答を見ると料理をするようになった、

掃除をしているなど家事を行う人が増えています。家での過ごし方を見直す人が増え, 「身近な

ことに大切に取り組む」価値観の変化に繋がっているように感じています。

テンションを上げる！

#家にいよう 大学生の1日 おうち時間の過ごし方

ヒアリング調査から

る ね
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のおうち時間は趣味に勉強に運動ととても

充実していますね！

海璃は新しく何かを始めることに時間を使うの

ではなく映画を1日2本観たりお風呂に2回入ったりと好きなこ

とに多く時間を使っているのが特徴的ですね。

海璃の趣味のひとつに”NIKEのスニーカー収集”というのがあ

ります。こちらのスニーカーはおうち時間中にネットで購入し

たもの！海璃だけではなく外出自粛期間中にネットショッピン

グを利用している人は多いのではないでしょうか？

そして, 集めるだけでなくお手入れをして写真を撮ることも楽

しみのひとつ！！写真の撮り方はInstagramを参考にしていて

撮った写真は自分のInstagramにアップしたりもするそう！

時間があるから新しい趣味を見つける

のも素敵ですが, 海璃のように以前から

の趣味を磨いてみるのも素敵ですね！

この発想は男子に多いかもしれません。

海瑠

田中 海璃（3年生）

欲しいものは, おうち時間を快適にするモノ！
今, 大学生が欲しいモノは疲れづらい椅子やアロマ, プロジェクターなどさらなるおうち時間の

充実を目指したものが多く挙げられます。友達と出来るオンラインゲームやNetflixPartyなどの

サービスを利用したいという声も多く見られました。皆んな, おうちでリラックスしながら誰か

と繋がることを求めているようですね！

今だからこそ, 趣味を磨く！
File. 02

ヒアリング調査から

かいり
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4年生のおうち時間の紹介です。

佑季さんのおうち時間は自らディレクターを

務めるオンラインストアの運営が大半を占めるよう

です。リモートワークを始めた方が多いと思いますが, 佑季さんは

仕事が家で完結するようになり食生活が改善されたことが1番嬉し

かったそうです！

確かに料理をする機会が増えたことで, 3食しっかりとれるように

なりましたね。

大学生にも友達に会えないので話題のZOOM飲み会を行う機会が

増えています。サウナ好きの佑季さんは現在休業していることから,

新しい趣味を探していると教えて頂きました！映画や音楽はもちろ

ん ディグル（英語のdigから情報を掘る、探る）ことが日課になっ

ているそうです。情報が飛び交う今, ディグルことはますます

必要になりそうですね・・・。

佑季

File. 03

田中 佑季（4年生）

情報はテレビ・SNSから同時多発的に得ている！
SNSとテレビ視聴両方の利用時間が増えたと答える大学生が６割を超えています。（9P参照）

今、コロナウイルス情報をテレビとSNSから同時多発的に得る情報の渦の中で暮らしていますが, 

何を信用していいのか？テレビの信用性と日常性、SNSの信頼性と非日常性と捉えていた特徴が曖

昧になっている様に思います。両者が視聴者の観点に立ってスマートに融和して欲しいです。

仕事を家で完結する！

ヒアリング調査から

ゆうき

#家にいよう 大学生の1日 おうち時間の過ごし方
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続いて4年生, 有紗さんのおうち時間です。

外出自粛が続く今, 家族と過ごす時間が増えた

ことでテレビを視聴する時間が増えているそう。

家にいる時間が増えテレビを見るようになっただけでなく, 親が見

ているテレビを一緒に視聴する機会が増えているように感じます。

有紗さんはニュースや朝ドラを一緒に視聴しているそうです。

また, 運動不足を解消するためにトランポリンを購入！ゼミ生でも

おうちでエクササイズをしたり, ヨガマットを購入する人が増えま

した！中にはオンラインで友達に筋トレを指導してもらう人も！

オンラインミーティングが増えたことで, 慣れないパソコンのカメ

ラに視線を合わせられる様にカメラの近くに付箋を貼っています！

就活でもオンライン面談が増え。就活生はZOOM映えに気を使い始

めています。

オンライン面談を支援するサービスに、

今後注目していきたいですね！！

有紗

齋藤 有紗（4年生）

就活の交通費が減って嬉しい！
現在, 大学生の多くは休業要請の影響でアルバイトができないか減っている人が多く見られます。コロナを
きっかけに貯金をしようと思った人は全体の46.3％とお金に関する意識の変化がみられます。そんな中で、
有紗さんはオンライン就活により会場移動の交通費が浮き「コスパが良い」と感じているそうです。
就職活動では交通費が結構な出費となるので, 収束後も会社説明会や面談のオンラインを続けてコスパのメ
リットを活かして欲しいと希望する学生が多いです。

就活生は“ZOOM映え”を気にする！
File. 04

ヒアリング調査から

ありさ
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アプリで漫画を読むようになった！
ほとんど使っていなかったTwitterを使う
ようになりました。料理をするようにな
ったのでクラシルを使ったり、電子辞書
で本を読みnoteを投稿するようになりま
した。

情報を集めるためのSNSの時間が上位で
す。作業音を流すためにYouTubeの利用
が多くなりました。空き時間も動画を視
聴するので各コンテンツが上位にきてい
ます。なかなか連絡をとれなかった人と
やり取りを行うことができるInstagram、
LINEの使用時間も以前より増えています。

＃01 3年生・女子

＃02 3年生・女子

“スマホ利用時間/日の平均は,

9時間を超えています！“

生活時間の変化（9P)で, “スマホでスクリーンを見ている時間が最も増えた”と報告しましたが,実際ど

れくらいの時間スマホを利用しているのか,どんなコンテンツを利用しているかを「スクリーンタイム」

機能を使って調べました。ゼミ学生数名のスマホ利用時間とその内容をご覧いただけます。

スマホで見える化！
緊急事態宣言下の“大学生のスマホ生活”

iPhone

iPhone
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スマホで見える化！
緊急事態宣言下の“大学生のスマホ生活”

マンガと小説を見ることが多くなり以前より
SNSを開くことが減っていました！

iPadの状況を見てみると、動画系アプリ全て
の利用時間が増えています。
今まで気になっていたものを一気見するのが
増えてるなぁと感じています。

＃03 3年生・女子

“iPhoneとiPadの２つ使いの合計時間が

13時間半もあって,びっくりしました！“

iPhone

iPad

普段ではできなかったことをやっていると,

知らない間に時間が過ぎている。
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自粛前は朝から夜まで友達も遊んでいても, スマホの充電はほぼ減らなかったです
が, 今は起きてから半日も経っていないのに充電をすることがしょっちゅうです。

“タイムラインやストーリーズを見尽くすことは

ありませんでしたが, 今は隅から隅まで見れて

新しい投稿を待つこともしばしばです。“
＃04 3年生・男子

iPhone

＃05 3年生・女子

iPhoneiPad

2台合計で, 1日6時間以上。
自分で思っていたよりも
ずっと多いですね！

iPhoneだけでも, 毎日
100回以上持ち上げてい
る！

スマホで見える化！
緊急事態宣言下の“大学生のスマホ生活”



＃Voice from home

緊急ヒアリングレポート

今, 届けたいメッセージ

大学生が自宅で過ごしながら, 社会と企業に伝えたいメッセージ

「感謝」「不安」そして「期待」の声を紹介します。
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今回を切掛けに

今後も続けたい

と思うこと

時差通学で

通学のストレスを解消したい！

オンラインミーティングを続けたい！
・”遅い時間でも行えるし, ”多くの人が参加した状態で話し合いができる。”

・”参加できなくても録画できるし, 他の事をしながらでも参加できて合理的だと思う。”

オンラインガイダンス/WEBでの会社説明会を続けたい！
・”一方的に説明を聞く会議はオンラインや録画で良い。”好きなとき”に視聴できる。”

・”わざわざ現地に行ってやらなくてはならないことなのか？と思うことが多かった。”

オンライン授業を続けたい！
・“周りの音が気にならず集中できる。“

・“わざわざ家を出なくても授業を受けられる環境がある以上, 登校する意味がないと思う。”

オンライン面談を続けたい！
・”遠方の人や普段なかなか会えない人とのコミュニケーションにとても有効だと思う。“

ソーシャル・ディスタンスを続けたい！
・“飲み会を減らそうと思う。居酒屋のランチテイクアウトは続けて欲しい。”

・“会計時にお金のやり取りをしたくないのでキャッシュレスをもっと普及してほしい。”

・“24時間営業, 深夜営業店は営業時間を短縮しても良い。便利さよりも安全が優先。”

＃01

オンラインを支持しています。「時間の節約ができる」からです。

自分が集中できる時間に講義を受けられることや移動の時間を節約できること

の快適さを実感しました。また, 自分たちがアルバイトをしているコンビニな

どの深夜営業店も, 便利さよりも安全性を大切にして運営して欲

しいという意識が強くなったことが確認できます。

＃Voices from home ・ 今, 届けたいメッセージ

オンライン授業は
自分の時間・家族との時間

が増えるから賛成！
便利さよりも,

安全を優先して欲しい。
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食生活

健康志向の変化

ストレスで食事の量が増えた

・“1日あたり消費エネルギーが著しく減ったので食欲が湧かなくなり少食となった。”

・“外食の頻度が格段に減った。ウーバーイーツの頻度が増えた。”

・“インスタントコーヒーの消費量が倍になった。”

・“ストレス解消のための飲酒が増えた”

・“おやつをよく食べるようになったり、紅茶を飲んだりする時間が増えた。”

・“少し高いものでも、楽しみと思って使ったり買ったりする頻度が増えた。”

健康・免疫志向が強くなった

・“お菓子やジュースを食べなくなった。野菜の生産国を気にするようになった。”

・“カロリーを意識して食べるようになった。”

・“とにかく免疫力がつく食べ物を調べて, それら中心の食事に気を付けています。”

・”人と会わないのでお酒を飲まなくなった”

自宅で1日3食をとるようになり運動する機会が減っていることから 野菜を

多く取るようにしたりお菓子を減らすなど 健康に気を使うようにな

った という声がある一方で, 自粛のストレスで間食が増えしまっ

たと後悔している声に２極化しています。

いずれの学生も, 健康志向が高まりと同時に「発症しないように免疫

力を高めるべき」という認識が高まってきていると考えます。

＃02
後 悔!
自粛のストレスから

ついつい お菓子を食べてしまう。

健康志向！！
食事の時間が
規則正しくなった。

免疫力

高めよう！
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就活でコロナの影響で

採用人数を減らすなど

をしないで欲しい

将来の見通しが利かないことが不安です。
・“いつ頃外出できるようになるのか分からないことが不安です。”
・“いつになったら旅行ができるようになるのか。”
・“サークルが活動を自粛していて,いつ再開できるかが不安。”

就活に関して, とても不安です。
・“就職氷河期が再来するのではないかと不安。”

・“インターンシップなど, 企業のことを知れる環境が減ってしまいそう。”

・”内定取り消しのニュース見ていると自分もそうなるのではないかと不安になる。”

お金に関する不安が増しています。
・“学生の1人暮らし, 収入源が無くなりお金が尽きることが不安。”

・”就職したら学費を自分で返していくので満額払わなければいけないのかが不安です。”

・”分割払いや定額サービスの引き落とし・カード代を稼げなさそう。“

・“バイトが出来ない状況が続いており収束後に生活していけるか不安です。”

今, 最も

不安なこと・

困っていること

＃03

就職活動に

どのくらい影響が
出るのだろうか不安

お金の問題
アルバイトができなくなり
生活費が不安です。

この生活が
どのくらい続くのか

先行きが見えない。

最大の不安は,「将来の見通しが利かないこと」です。

5月に入り緊急事態宣言の緩和が始まりつつある現在でも「いつ、何が再開し

ていくのかの情報が確かでない」ので不安感は続いています。また, 自宅から

ほとんど出ることなく生活をしている学生は多く「緩和後に外出する

ことが怖いと感じている」学生が大半です。就活に関する不安

は4年生に限らず学生全体が感じています。また, 学費・生活費をアルバイト

で賄っている学生も多く, お金に関する不安は深刻 です。

＃Voices from home ・ 今, 届けたいメッセージ
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好感がもてる企業

・”この状況下でも人々を元気づけようと活動している企業には好感がとっても持てます。”
“今後の購買行動に関係すると思う。就職活動にも影響する。”

・”就活において緊急時の対応が良かった会社を選ぼうと思う。”

・”オンライン面接、来社させない、きちんと休業している企業に共感する。”

・”積極的にオンラインでコミュニケーションをとり社員の不安を取り除いている会社”

・”今だからこそ出来ることに挑戦している企業。世の中の動きに敏感に対応できる企業。”

・“ちゃんと対応出来ている企業は, 今後同じようなことが起きても対応出来る企業だと

考え就活の候補に入れると思う。”

“？”な印象をもってしまう企業

・”実働が多かったり, リモートなどに即座に対応できない企業は不安があります。“

・“従業員を解雇したり内定を取り消ししている企業”

・“現在も, 普通に学生を来社させている会社にはエントリーしません。”

学生は企業の取り組みに対してアンテナを張り, かなりシビアな目でみて

います。外出自粛より, リモートワークにシフトする企業の迅速な対

応への評価が高く、店舗の営業時間短縮や休業を早期に決めた企業

の評価も高いです。目先の利益はもちろん大事ですが, 従業員の安全や

ウイルス拡大防止を考えて行動している”安心への信頼”を評

価しています。

コロナ禍への

企業の対応は

消費・就活に

影響があるか

＃04持続可能な社会を実現する上で
人材をうまくマネジメント
出来ている企業が気になる。

就職活動の際,
その企業がコロナ禍で
どのような活動を
していたのか考えます

緊急事態の対処の早さや

対処方法には

企業の本質が

よく出ている
と考えています。
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今, 大学生が

社会・企業に

伝えたいこと

働き方を変えましょう！
・“「自分の仕事はリモートワークで済むのに一向にそうならない」と言っている人が

沢山いますが, 声を上げられず困っています。会社側が先導して仕事環境を作り上げて,

その方法と最終的な効果を発信していってほしい。

・“収束後にコロナの影響で生活者の楽しみが奪われたコンテンツを取戻せるような

サービスやイベントを開催して欲しいなって思います。”

考慮をお願いしたい！
・“アルバイトやパートも人間です。自宅で待機できずに一日に何百人の人と対話する

アルバイトやパートにも補償を出してください。”

・“周りには内定を取り消された人もいて精神的に病んでいる人もいます。

学生が安心できるように企業側も対応していただきたいです。”

感謝を伝えたい！
・”このような社会状況の中, やむを得ず働いて下さっている方々, 本当にありがとうご

ざいます！“

・”食べ物や日用品が当たり前にスーパーの棚に並んでる事に感謝しています。

本当にありがとうございます。”

＃05
私たちのために

沢山考えてくれて

感謝の気持ちで一杯です。

これを機会に,

働き方を見直して欲しい。

「在宅勤務を導入して欲しい」声が最も多く、「採用人数を減らさないで欲

しい」「インターンはどうなるのか」という就活の不安からの要望が続きま

した。「いつも私たちのためにありがとうございます」という医療従事者や

現場で働いている方, エッセンシャルワーカーに対する感謝メッセージも多

く寄せられました。また,「何か役に立てることはありませんか」ど自分たち

もできることをしたいという参画意志メッセージも多くありました。

＃Voices from home ・ 今, 届けたいメッセージ

私たちが今できることを考えたい。

そのきっかけを
企業の方々に作って頂きたい。



¦提言¦

より良い明日のために私たちはこう変わろう

＃
未

来
を

変
え

よ
う

＃
や

り
方

を
変

え
よ

う
！
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今の時代の“幸せ”について考える
私たちのゼミは「マーケティングで世界をハッピーに！」をパーパ

ス（存在意義）として, 人々の幸せの進化に注目, マーケティング活動

が社会の幸せにどのように貢献できるかを探求しています。マズロー

の「欲求５段階説」に当てはめてみると現在, 幸せのニーズは「他者

からの承認欲求に基づく自己実現」の次元にまで高まっていると捉え

ていました。昨年秋合宿の際に「幸せニーズの高次元化は逆行するこ

とはないのか？」という議論になりました。もし, 戦争や天災など有

事になったら「生存のために必要なものが欲しい」と底辺にまで戻る

だろうと仮定し, マーケティングは平和な社会でこそ適切に機能でき

ることを認識。だからこそ, 世界が争いごとの無い平和な場所である

ように努めることがマーケッターの使命であると結論づけました。

マーケティングの範囲は経済社会を超えて「自然そして人間の思い」へ
調査ではウイルス感染に関して調べ自然に関する興味が高くなったという声が多くありました。Z

世代は元々, 自然保護を支持しており, 地球温暖化や食品ロス・衣料品廃棄などの行き過ぎた効率性

や便利さの追求に疑問を持っています。今回のコロナ禍を切っ掛けとして広い世代で人間と自然との

共生を考える意識はより高まり, 世界的ムーブメントとなっているSDGs活動は 人・企業・社会の最

優先課題として確認され取り組みが加速すると考えます。同時にマーケティングが貢献する範囲は, 

社会を超えて自然・地球観点に拡大し, ヒトの捉え方も経済視点からの消費者・顧客から, “人間（共

通の生活基盤である自然の上に共存する人）”の概念へと進化すると期待しています。小々馬ゼミが標

榜している「人の思いを起点とする人間中心デザインのマーケティング」の考え方です。

私たちは,

先が見えない時代をどう生きる？

＃未来を変えよう＃やり方を変えよう！

残念ながら, それからほんの数ケ月後に新型

コロナ感染の有事が現実に起こってしまいまし

た。今, 私たちの幸せニーズは突然に「安全・

物質的欲求」のレベルに回帰しています。感染

防止のためのマスクや巣篭もり生活に必要なモ

ノを入手し安全を確保することが第一で, それ

が叶えられたら次に自宅で快適に過ごすための

グッズを揃える。外出自粛の初期には皆がこの

ような状況にあったと思います。

非常事態宣言が徐々に緩和していくこれからは「友達や仲間と会いたい！」という精神的欲求が急

激に高まると考えます。そして今, 私たちは収束後に人々の幸福感は以前の高次元レベルに, 同じカタ

チに戻るのかに興味を抱いています。これからの「幸せのカタチ」について考えてみました。

旧来は
経済社会 消費者

顧客

経済

社会

これからは,
人間中心社会人間

の思い

コミュニティ

自然

地 球グローバル社会

マーケティングが貢献する
範囲（スコープ）
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自分らしくある実感で“幸せ”を感じる時代
未来が見通しにくい不確実性の高い社会を例えた “VUCA”という言葉があります。Z世代は生

まれた時からずっとVUCAワールドで暮らしてきましたので, 総じて「今この時を逃さずに, ずっと

ときめいていたい！」という幸福感を持っています。

団塊ジュニアよりも上の世代（50代以上）は, 人口が増加し経済成長を続けていた時代での成功

体験が多くあり「未来は今日の延長線上にあり, きっと明日は今日よりも良い日」と信じることが

できました。図で説明すると左図の様に「未来のあるべき姿（To Be)」の達成を人生のゴールと

して幸せを追求するアプローチです。しかしながら, Z世代は未来の予測が難しい時代に育ってい

ますので, 今が幸せで無いのに未来に幸せを期待するのは難しいという感覚があり, 不確実な未来

の幸せよりも「現在（いま）の幸せを実感すること」を好みます。

今, 私たちができることは ポジティブなアイディアを考えて伝えること,
コロナ禍で先が見えないことに不安が募る今だからこそ, マーケティングを専攻している私たちZ

世代ができることは, 「見通せない未来を怖がることなく, 今この瞬間を自分らしくポジティブに暮

らす幸福感」を伝えることであり、明日は今日よりも良い日になると想像でき前向きになれるよう

に, 新しいやり方のアイディア」を考えて発信することではないかと考えました。

4月から再開したオンラインゼミでは毎週, コロナ収束後の幸せな社会の姿をポジティブに描き, 

未来を変える新しいやり方を皆で考察しています。

結論にまで至っていませんが, 自分たちがどのように意識や行動を変えていくかをお伝えします。

また, 幸せの形は皆違っていて良いと考えるので「自分らしくあること」「形よりも, 幸福な感覚」

を重視します。この分析は『Z世代リアルレポート』で詳しく紹介していますので, ゼミのHPブログを

ご覧ください。（ https://www.kogoma-brand.com/blog/9724/ またはQRコードから）

https://www.kogoma-brand.com/blog/9724/


35

Withコロナ時代に,

私たちはこう変わる！

私たちのウイッシュリスト
収束後にしたい10のこと

＃未来を変えよう＃やり方を変えよう＃1日1日を無駄にしない＃自分に向き合う時間をつくる
＃家で時間の有効活用＃目指せ！！田中みな実＃STAYHOME時間を有意義なものにする
＃理想の生活を現実に＃今を楽しむ＃やりたいことは後回しにせずにチャレンジする
＃やらなかった後悔をしない＃一日を有益なものに＃時間の質を高める＃家族との時間を大切にする
＃みんなで乗り切る＃家族との時間を大切に＃家族との時間を大切に

3年生（6期生）それぞれのステートメントです。（5月14日（木）オンライン・ゼミにて撮影）

⚫ ショッピング！混み合うセールはやめて欲しい。

施設の空き状況が分かるアプリがあれば三密避けられる！

⚫ 夏の屋外フェス・ライブ！ ソーシャルディスタンス守って

できないかな？他県に行きにくい状況も改善しなくては。

⚫ キャンプやグランピングなど自然の中で楽しめる小旅行。

⚫ 空調・抗菌・三密対策された部屋で皆でカラオケしたい！

⚫ 焼肉・居酒屋に行きたい！三密対策できているお店に。

⚫ 賑やかな観光地では無い近郊の温泉（宿）に貸切で行く。

⚫ やっぱり, ディズニーに行きたい!!

⚫ 今, 我慢している美容院に行きたい！

⚫ アルバイトをしてお金を稼がなくては！

⚫ 早く大学に行きたい！
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新しい消費のやり方 -7つの習慣-

1. エッセンシャル消費

不要不急（エッセンシャル）という言葉が一般化しました。ものごとを購入する際に
「自分に本当に必要なのかどうか」を意識して購入することが増えそう。
自宅で鏡を見る機会が増えた女子が「インスタ映えする盛った自分」でなく「素の自
分」を意識するようになりお化粧・メイクの意識が変わったと報告しています。

本当に大切な物事を選択する消費

2. 寛容消費

購入の際に, 「他人に迷惑をかけないか」を配慮をする消費が増えそう。
他者の視線を気にするだけでなく自分の中の倫理観の寛容も働いています。

承認欲求, 同調圧力の影響を受ける消費

3. ジモティー消費

地元のお店に詳しくなった。自家用車・自転車で行ける圏内のお店でなるべく購入
するようになる。旅行は 家族と友達で近隣/県内に。（マイクロツーリズム ）

おうち近郊の地元消費

5. 開疎消費

3密回避する「開疎を見える化して知らせるアプリ」を活用するサービス。
施設や売り場の空き状況をリアルタイムに見れて安心して来店できる。

3密を避けられるコミットメント消費

6. 免疫消費

新型コロナ感染対策の意識が「感染しないようにから発症しないために」の
セカンドオプションへとシフトする前提で, 健康志向に「免疫力高める志向」
が付加される。身体の内面(体温・血圧・血流など）から新陳代謝を高めようと
する習慣が増えていきそう。「免疫力アップ！」を表記する商品が増えそう。

健康志向+免疫力を高める消費

7. サスティナブル消費

安全・安心を担保してくれるサービスには高くてもお金を払う。
「便利であるために無理をしないでほしい」という思いが強くあり, 24時間・深夜
営業の便利さよりも安全な時短営業を受容する。配送料無料のサービスも, ドライ
バーの負担を考え安全性のためにも有料でも良いと許容する。

便利よりも安全, 不便を許容する消費

4. 御用聞き消費

昭和の時代の「御用聞き」が復活。既にサービスされているデリバリーサー
ビスの利用者が増えサービス内容がaiで商品推奨するなどアップデートする。

人が動かずモノが動く地元消費

これから盛んになりそうな新しい消費の方向について考えました。
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Withコロナ時代の

“未来妄想カレンダー”

小々馬ゼミでは毎年2年生が加入すると「2050年までの未来年表」を皆で作成し, 自分のキャリアをデザ

インします。未来を“予測”するのではなく“予想”です。自分たちが未来をどのようにしたいか, より良い未

来に思いを馳せて想像します。今回のコロナ禍によって未来予想図の修正が必要になりました。自宅に篭る

毎日で社会と距離感ができてしまい縮み思考に陥りがちな現況だからこそ, オンラインで集まり皆の情報と

想像力を結集し「コロナ収束後の明るい世界」をポジティブに描いてみました。もちろん, 終息までに長い

期間が掛かりそうなことを理解していますが, 先端技術を活用し私たちがやり方を変えることで収束を早め

ることは可能ではないかと期待し未来の明るいビジョンを描きました。“未来妄想カレンダー”です。

❤️ 社会が, より良い場所になりますように！❤️

2020年
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

政
治
・
経
済
・
社
会
生
活

医
療
・
技
術
の
進
歩

治療薬の実用化

プロ・スポーツ再開
屋外・無観客から徐々に観戦が可能に

緊急事態宣言
徐々に解除へ

大学
対面授業再開

大学
オンライン授業

「感染しない！から発症しないた
めに免疫力を高めよう！」
に対策意識がシフトしていく。

SC・映画館
テーマパーク再開

新しい生活ガイドラインが浸透していく

野外ライブフェス
が安全に開催され
ネットで世界の
数億人が参加

伝説ライブになる！

第２波・３波対策 いつでもSTAYHOMEできるように準備する

安全なルールで
BBQ！

新しいやり方

安全なルール
新しいやり方
に慣れていく

GO TO キャンペーン
旅行・外食・イベント・商店街

5Gの加速 2021年中に人口カバー率90％に・テレワークの浸透が進む

冬に備えて
免疫高めよう！
楽しい巣篭もり

を準備する

家族と友人と
国内旅行に行きたい！
開疎な田舎民家＆温泉

とか良さそう！

人と自然の融和
の意識高まる

本当に大切なこと
エッセンシャル

を考える様になった

安全な移動サービス “MaaS”の実用化が加速する

米国大統領選挙
トランプ再選？

就活が暖かい夏
のうちから

始まりそう！？

ドライビングシアター
グランピングなど

屋外イベント流行りそう

2020年ベスト
マスキスト賞発表
とかありそう！

留学
再開
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2021年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

ワクチン
実用化へ

GO TO キャンペーン
インバウンド・プロモーションが徐々に盛り上る

春休みには
海外旅行

卒業旅行に
行きたい！

2022年入社 採用活動はどうなる？

就活は通年,
ジョブ型採用

にシフトしていく
と思う。

人気の業界
産業人口構造が
変わりそう！？

デジタルツインコンピューティングが実用化
多様な仮想世界の合成による未来社会
バーチャルとリアルが融和し始める

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
2
0
2
0

開
催

世界的に
Covid-19の収束を確認

大学の授業がオンライン＆リアルの
新しいやり方に進化する

次回選挙が
あったら

投票に行く！

6期生（3年生）が, 2年生当時に作成した未来予想年表の一部

冬は定期的に
STAYHOME

次回は文字通り
自ら“自粛する”

巣篭もりを楽しむ！

ポ
ス
ト
2
0
2
0

経
済
復
興
を
加
速
す
る



2017年からは研究対象に高校生を加えて若い世代

に現われ始めているミライの姿を洞察しています。

私たちは研究を自身の学習のためではなく社会に好

影響のある何かを為すことと捉えています。

多くの企業様からご支援いただく研究活動をホーム

ページ・SNS・学会・セミナーなどの機会で公開し

ています。2019年より日本マーケティング協会の

ご支援をいただき産学協同で未来社会の姿を描く

「ミライ・マーケティング研究会」を定期的に開催

しています。

KOGOMA SEMINAR
産業能率大学 小々馬ゼミ 研究活動の紹介

小々馬敦ゼミは経営学部マーケティング学科に所

属し次世代の社会を支えるZ世代の価値観と消費

行動の研究を通じて未来社会の姿を予想「ミライ

のマーケティングをどのようにしたいか」を社会

に提言しています。2016年『2020マーケティン

グはこう変わる』, 2017年に続編『2025マーケ

ティングはこう変わる』を出版。本研究は2016

年日本広告学会 クリエイティブフォーラム【学

生の部】で「今後最も期待できる発表」《金賞》

の評価をいただきました。

出 版

調査レポート

研究報告

2015年 2016年 2017年
フリー・マガジン

SHIBUYA109で配布

2017年 2018年 2019年

日本広告学会

マーケティング

サイエンス学会

日経広告研究所報

InterBEE

AdvertisingWeekAsia

ミライテレビ推進会議

日本マーケティング協会

など
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2018年11月「InterBEE CONNECTED 幕張メッセ」

2019年3月「AgeMi！マーケ！2030」

産学協同カンファレンス開催

於/産業能率大学 自由が丘キャンパス

2020年8月より定期開催

「ミライ・マーケティング研究会」

於/日本マーケティング協会アカデミーホール
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研究レポート・ブログのご案内

緊急ヒアリングレポート

『今, Z世代からマーケッターに伝えたいこと』

調査の詳細を紹介します。

本レポートに関連する研究レポート/ブログをゼミのHPでダウンロードいただけます。

併せてご覧ください。

メンバーブログ #家にいよう

『大学生の1日 〜おうち時間の過ごし方〜』

大学生がどのように1日を過ごしているかを

3年生のゼミ生23名がリレーで紹介します。

エッセイ・ブログ

『Z世代リアルレポート2020』

6年間に渡りZ世代を観察研究した成果

Z世代の若者の行動とその背景にある

価値観を紹介します。

2020年度 卒業お祝いイベント 於/ホテル・ミラコスタ

ホームページ https://www.kogoma-brand.com/

研究レポート https://www.kogoma-brand.com/report/

最後までお読みいただきありがとうございました。新型コロナ感染拡大の事態は100年に

1度の災難と言われています。しかしながら振り返ってみるとバブル崩壊, リーマンショック,

東日本大震災や数々の天災と100年に1度の有事は10年以内の周期でやってきています。

このような不確実性の高い未来を今後も生きていくことになる学生たちに, 事態に萎縮す

ることなく状況を冷静に判断記憶するrことで, 将来また何かが起こる際には人々を前向きな

行動へリードできるマーケッターとして活躍して欲しいと期待しています。1ケ月の間, 緊急

調査とレポート報告を実施いたしましたが, 学生たちは自宅に居ながらも頻繁に連絡を取り

合いすべての作業を在宅で完結してくれました。Z世代の倫理正義感の強さ, デジタルを駆使

しての迅速な実行力は頼もしいばかりです。本書が皆様の活動に何かしらの貢献となればあ

りがたく存じます。引き続き学生指導のご支援ご協力をお願い申し上げます。

小々馬 敦 2020年5月 神奈川県茅ヶ崎市の自宅にて
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